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2026年８月 

（一社）日本民間放送連盟 

 

特例措置を適用したＡＭ中継局の廃止を可能とする制度整備案に対する意見 

 

告示案 

ガイドライン案 

ページ

番号 

該当箇所 意見 

基幹放送用周波

数使用計画の一

部を変更する告

示案、 

 

ＡＭ局の運用休

止に係る特例措

置に関する基本

方針の改定案、 

 

地上基幹放送の

中継局を廃止す

る際の視聴継続

措置の実施及び

公表義務に関す

る望ましい対応

についてのガイ

ドラインの改定

案 

－ 全体 ・ 「ＡＭ局の運用休止に係る特例措置」を適用

して運用を休止したＡＭ中継局について、早

期廃止を可能とする措置を講じることは、当

該民放ラジオ社の設備事情等に配慮した合理

的な対応であるため、賛成します。 

・ 災害対策等を目的として例外的に90MHz以下

を割り当てられているＦＭ補完中継局が、Ａ

Ｍ中継局の廃止・休止後も同じ周波数を継続

使用できるようにすることは、当該の民放ラ

ジオ社にとって必要不可欠であり、リスナー

保護にも適うものです。 

・ 民放ラジオ社の予見可能性を高め、また経営

の選択肢を拡大するため、今回の措置に加え、

①ＦＭ転換およびＡＭ親局廃止に必要な制度

整備を加速すること、②ＡＭ、ＦＭを問わず、

radikoを放送の補完・代替手段として認め、ラ

ジオ中継局を廃止する際の代替手段として追

加すること――を、あらためて強く要望しま

す。 

・ 総務省において、ＦＭ転換やラジオ中継局の

radiko代替について制度化を行う際は、ラジ

オ各社の個別の事情や意見を丁寧に汲み上

げ、施策に反映していただくよう要望します。 
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基幹放送用周波

数使用計画の一

部を変更する告

示案、 

 

電波法関係審査

基準の一部を改

正する訓令案 

－ 全体 ・ 放送波中継によるＦＭ同期放送の制度化は、

技術方式の選択肢を拡大し、周波数有効利用

に資するものであるため、賛成します。 

基幹放送用周波

数使用計画第１

の５（４）ただし

書に規定する真

に必要なときに

ついて（通達）

（案） 

－ 全体 ・ 基幹放送用周波数使用計画第１の５（４）ただ

し書に規定する「真に必要なとき」の事例を明

確化したことは有意義であり、適切です。 

 


